
  

News Release 
 

平成２２年１０月２２日 

「咸臨丸渡米１５０周年記念事業ｉｎ本島」共催事業 

「香川大学瀬戸内圏研究センターｉｎ塩飽本島文化祭」の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日 時 

平成２２年１０月３０日（土） 午前：小中学生を対象に本学調査船「カラヌス３」の体験航海、展示 

午後：講演会、展示（１６時まで） 

３１日（日） 終日：展示（１５時まで） 

２．場 所 

講 演 会：丸亀市立本島中学校（丸亀市立本島町泊４１０） 

展  示：丸亀市本島市民センター（丸亀市立本島町泊５０６－１） 

体験航海：園の州での海底砂・泥等の採取プランクトンの採取、本島沖・瀬戸大橋下の航海等を予定。 

※変更の可能性有り、荒天の場合は中止します。 

 

３．参加者（２００名程度を予定） 

本島町民、一般来島者、香川大学学生・教職員など。 

 

４．開催内容（講演会・展示） 

【講演会】 

１．本城 凡夫 （香川大学瀬戸内圏研究センター長）～貝との会（貝）話～ 

２． 原  量宏 （香川大学瀬戸内圏研究センター 特任教授）～離島の住民を守る遠隔医療ネットワーク～ 

３．丹羽 佑一 （香川大学経済学部 教授）～原始古代の瀬戸内の物流－瀬戸内人は力持ち～ 

【展 示】 

１．「貝リンガル」ってなに？  ２．「遠隔医療ネットワーク」とは？ 

３．海の中をのぞいてみよう！～プランクトンの顕微鏡観察～  ４．金山のサヌカイトをみてみよう！ 

 

 

 

香川大学瀬戸内圏研究センターは、地域貢献活動の一環として、平成２２年１０月３０日・３１日の両日

に丸亀市本島町で開催される「咸臨丸渡米１５０周年記念事業ｉｎ本島共催事業、塩飽本島文化祭」に参加

します。瀬戸内圏研究センターが進める「瀬戸内圏研究」に関連する展示、講演等による「知の交流」を通

じて、本センターの研究・活動への理解を深めていただくとともに、これを機会として、島民の方々が直面

する”過疎・高齢化とそれに伴う産業の衰退、医療の過疎化”等々の問題を、香川大学瀬戸内圏研究センタ

ーが主体となって、島民とともに解決していくための足掛かりになればと考えております。 

塩飽本島には観光名所・名跡もたくさんございますので、ご興味がございましたら、ぜひ塩飽本島へお越

し下さい。 

お問い合わせ先 

 香川大学 学術室 研究協力グループ 井上 

 ＴＥＬ：０８７－８３２－１３１６ 

 メール：tikyosenm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 
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